
 

会津若松市市道の構造の技術的基準を定める条例の一部改正（案）の概要 

  １ 改正の趣旨                                                                         

令和２年１１月に道路法等の一部を改正する法律で歩行者利便増進道路制度が創設され、

本市においても、この制度を活用し、市道を歩行者利便増進道路として指定することができ

るよう、会津若松市市道の構造の技術的基準を定める条例の改正を行い、歩行者利便増進道

路に関する規定の追加等を行うものです。 

 

① 歩行者利便増進道路制度の概要 

歩行者利便増進道路制度は、賑わいのある道路空間を構築するための道路指定制度です。 

歩道にカフェやベンチを置いてゆっくり滞在できる空間にするなど、道路管理者（市道の

場合は市）が歩行者利便増進道路を指定することにより、歩道の中に歩行者の通行に供する

空間とは別に、歩行者の利便増進を図る空間（歩行者の滞留の用に供する部分）を定めるこ

とができるものです。 

 
 

② 歩行者利便増進道路制度の特徴（メリット） 

道路管理者が、道路指定及び利便増進誘導区域を指定した場合、歩道の有効幅員の確保な

ど一定の構造要件のもと、道路空間に歩行者の利便の増進に資する占用物を設置する際に必

要となる道路占用許可が柔軟に認められることになります。 

 

③ 歩行者利便増進施設等として認められる物件 

   歩行者利便増進施設等の設けられる施設の種類、設置の要件は以下のとおりです。 

 
国土交通省 HPより 

国土交通省 HPより 



 

  

 

 ２ 改正の内容                                                                          

市道における新たな道路形態のひとつとして、国が定める道路構造令の規定に準拠して、

歩行者利便増進道路の規定を以下のとおり追加するものです。 

 

① 歩行者利便増進道路には「歩行者の滞留の用に供する部分」を設けるものとする。 

② 「歩行者の滞留の用に供する部分」には、必要があるときは、「歩行者利便増進施設等」 

を設置する場所を設けるものとする。 

 ③  歩行者利便増進道路の構造は、会津若松市移動等円滑化のために必要な市道の構造に関す 

る基準を定める条例（通称「バリアフリー条例」）に適合するものとする。 

 

 

 

３ 施行日                                                                              

公布の日から施行（現時点においては、令和６年２月市議会定例会に条例改正案を提案予定） 


